
4 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC

5 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

6 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店

7 金 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）2,500円

10 月 北近畿サロン 11:30 福知山市　逢初料理「かじむら」
参加費：2,500円

11 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」会費（食事代）
2,000円

11 火 三重サロン 11:30 和食さと松阪店

12 水 川西・池田サロン 14:00 TEA COSY（ティーコージ）

12 水 将棋同好会 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　

13 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」

14 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）

15 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）

18 火 奈良サロン 14:30 春日ホテル

21 金 ハイキングクラブ 10:00 中山寺奥の院
阪急宝塚線中山観音駅集合

21 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ　茶屋町店

28 金 ゴルフクラブ 7:45 岸和田C.C　松コース

1 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC

2 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

3 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店

4 金 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）2,500円

8 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」
会費（食事代）2,000円

8 火 三重サロン 11:30 和食さと松阪店

9 水 川西・池田サロン
歴史散歩 10:30

「伊丹・有岡城跡を中心に歴史探訪」
ＪＲ伊丹駅集合  会費：基本2,000円
追加で「選べるビール」で乾杯

9 水 将棋同好会 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　

10 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」

11 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）

15 火 奈良サロン 12:00 春日ホテル（和風レストラン春日）

17 木 ハイキングクラブ 10:00 「私市（きさいち）　星のブランコ」
京阪交野線私市駅改札　

18 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ　茶屋町店

19 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）

25 金 ゴルフクラブ 8:50 奈良の杜
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■
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
チ
ー
ム
関
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

よ
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

・
人
事
異
動
関
連
（
関
西
エ
リ
ア
）

２
月
１
日
付
で
約
１
３
０
名
を
発
令
。

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
は
３
月
18
日
に

内
命
。

・
２
０
２
５
年
度
の
新
入
社
員
に
つ
い
て

４
月
１
日
に
約
４
４
０
名
の
新
入
社
員
を

迎
え
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で
入
社
式
を
実
施
す

る
。

入
社
式
終
了
後
、
苗
場
に
て
研
修
を
約
２

週
間
実
施
。
４
月
21
日
に
各
箇
所
へ
着
任

予
定
。

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
移
転
に
つ
い
て

移
転
箇
所
「
堂
島
浜
タ
ワ
ー
」。
移
転
時

期
は
第
三
四
半
期
後
半
か
ら
第
四
四
半
期

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
る
。

■
議
題

１
．
会
務
全
般
（
石
田
支
部
長
）

・
会
費
引
落
口
座
の
未
登
録
者
の
対
応
方

に
つ
い
て

・
２
０
２
４
年
度
第
４
回
本
部
理
事
会
の

開
催
に
つ
い
て

２
．【
協
議
事
項
】
将
棋
ク
ラ
ブ
の
廃
部
に

つ
い
て

　
こ
こ
数
年
新
部
員
の
入
会
が
な
く
、
毎

月
開
催
の
例
会
参
加
者
も
減
少
し
て
い

る
た
め
、
将
棋
ク
ラ
ブ
を
２
０
２
５
年

３
月
31
日
付
で
廃
部
と
し
、
４
月
１
日

よ
り
同
好
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と

し
た
。

３
．
総
会
及
び
懇
親
会
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
案
）
に
つ
い
て

７
月
９
日
（
水
）
開
催
予
定
の
支
部
総

会
・
懇
親
会
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
案
の
確
認

３
月
理
事
会
に
て
総
会
議
案
書
作
成
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
含
め
詳
細
を
提
示
す
る
こ

と
と
し
た
。
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４
．
お
客
様
紹
介
運
動
第
３
四
半
期
の
実
績

に
つ
い
て

　
本
部
集
計
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
が
未
だ

解
消
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
第
３
四
半

期
の
実
績
報
告
は
３
月
理
事
会
で
行
う

こ
と
と
し
た
。

５
．
２
０
２
５
年
度
年
間
行
事
予
定
表
の
確

認
と
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
支
部
総
会
、
理
事
会
、
サ
ロ
ン
・
ク
ラ

ブ
等
の
開
催
予
定
計
画
に
つ
い
て

開
催
予
定
計
画
表
（
案
）
の
記
載
内
容

と
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
行

な
っ
た
。

発
送
は
支
部
だ
よ
り
４
月
号
に
同
封
が

で
き
る
よ
う
に
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決
定
。

６
．
２
０
２
５
年
度
支
部
だ
よ
り
の
発
送
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

支
部
だ
よ
り
８
月
号
ま
で
の
制
作
・
発

送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
。

７
．
各
地
区
サ
ロ
ン
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
に

つ
い
て

８
．
会
員
の
現
況
（
異
動
状
況
）
に
つ
い
て

・
会
員
異
動
報
告
（
１
月
末
現
在
）

新
規
会
員
　
０
名

物
故
会
員
　
３
名

退
　
　
会
　
12
名

会
員
合
計
　
７
１
１
名

内
名
誉
会
員
１
名

（
男
性
会
員
５
６
８
名
、
女
性
会
員
１

４
３
名
）

９
．
そ
の
他

・
Ｂ
Ｏ
Ｂ
関
西
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
状
況
の
報
告
。

・
２
０
２
５
年
度
支
部
だ
よ
り
発
送
運
賃

に
つ
い
て
報
告
。

10
．「
新
Ｂ
Ｏ
Ｂ
関
西
」
に
向
け
て
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

提
案
ご
と
に
議
論
を
お
こ
な
い
、
３
月

〜
４
月
ま
で
に
方
向
性
を
決
定
し
２
０

２
５
年
度
活
動
計
画
（
案
）
に
反
映
す

る
こ
と
と
し
た
。

2025年3月行事カレンダー 行事カレンダー2025年4月

２
月
定
例
理
事
会
2/14

いつもご紹介、ご購入頂きありがとうございます。
2024年11月・12月の実績報告につきましては、

本部の集計新システムの不具合によ
り、抽出できませんでした。従いま
して本号に実績を掲載することがで
きません。ご了承下さい。

只今、ＢＯＢ関西支部ホームペー
ジには月替わりで写真等を差し替
えて掲載していますが、皆様が日
頃から趣味とされています「写真」「絵画」「書道」
「陶芸」などジャンルにこだわりませんので、是
非このページを利用して会員にご紹介ください。

BOB ハイキングクラブ
第15回 2025年3月中山寺奥の院

　今回は、梅園が魅力の中山寺を訪れます。登山道は最
高峰までは行きませんが、夫婦岩経由で奥の院まで登り
ます。急な上り坂はあまりありませんが300mを登りき
ります。復路は清荒神駅まで緩やかな道を下ります。

◆実施日：2 0 2 5年3月21日（金）
　　　　　＊前日17時の気象庁発表の兵庫南部（078-177）
　　　　　　午前6時～12時の降水確率が60％以上の時は中止
　　　　　　とします。

◆集　合：阪急宝塚線中山観音駅改札　午前10時00分
　　〈参　考〉
　　　　阪急梅田駅　　　　　　　　中山観音駅　　

9:30　　 阪急宝塚線急行 9:57

◆行　程（★印＝トイレ）　
阪急中山観音駅★……＜奥の院参道＞……夫婦岩……

……中山寺奥の院★……清荒神……阪急清荒神駅★

14:00頃解散
＊走行距離　約7㎞　標高差　約300ｍ

◆持ち物：ウォーキングシューズ、リュック、弁当、飲み物、
雨具・傘、帽子は必須

※コースの問い合わせ、当日の連絡は石田まで
　携　帯：0 9 0 ‒ 8 9 3 5 ‒ 5 7 8 6
　メールアドレス：g e n z o _ i s h i d a 1 @ y a h o o . c o . j p

　ＪＲ伊丹駅を下車すると、そこにはお城の生け垣が残っていま
す。ここは織田信長の武将荒木村重（あらきむらしげ）が今まで
の「伊丹城」に入城して、名前を「有岡城」と改めて支配してい
たお城です。やがて村重は信長に謀反を起こし、信長に攻め立て
られ10か月の籠城の後、嫡子がいる尼崎城に逃れたため、信長に
よって焼き払われたというお城です。当日は、近辺の歴史的建造
物も含めガイドの案内によって探訪していただき、最後に「白
雪」で有名な「小西酒造」の中の「白雪ブルワリーレストラン長
寿蔵」にてランチを召し上がっていただきます。
　折角の「白雪」での食事ですので、乾杯は通常の瓶ビールでは
なく、KONISHIビールのジョッキで乾杯したいと思います。そ
してその後は日本酒「白雪」をご堪能ください。

＊開 催 日＊４月９日（水）
＊集合場所＊ＪＲ伊丹駅　改札10時30分
＊参 加 費＊※基本 2 , 0 0 0 円
　　　　　　（ソフトドリンク・ノンアルコールビールの方）

※ビール選択①2,300円
　《スノーブロンシュ》

ドイツで行われる世界3大ビールコンテストの一つで3年連
続金賞受賞したビール

　《幸民麦酒》
幕末の蘭学者・河本幸民がペリーの黒船で飲んだビールの
レシピを忠実に再現したビール

　《ブラックビール》
6種類の麦芽で造った芳醇なボディ感の黒ビール

　《ゴールドエール》
日本酒酵母と山田錦を使用。日本酒酵母が醸し出す芳醇さ
の中に、フルーティーな香りが感じられます。

※ビール選択②2,700円
　《テイスティングセット》

長寿蔵自慢のKONISHIビール4種を飲み比べできます。
価格は春に値上げ予定の為、想定金額です。決定後適正額に
変更します。

＊申 込 先＊成田：nariben0402@yahoo.co. jp

〔伊丹・有岡城跡を中心に歴史探訪〕

60ｍ　　　　　　　　　　　　　　240ｍ

366ｍ　　　　　　　　　　　　52ｍ

川西・池田サロン 春季ハイキング

ＪＴＢギフトシリーズについて、このたび、長年にわたりご愛顧いただいておりました
「ＪＴＢ旅行券 ナイストリップ」の販売が終了することとなりましたので、ご案内します。
今後につきましては「カード型旅行券ＪＴＢトラベルギフト」でのご利用となります。
ＪＴＢナイスギフト（商品券）と合わせて、よろしくお願いします。

商　品　名：ＪＴＢ旅行券 ナイストリップ（紙型）

販売終了日：2025年３月31日（月）まで
現在お持ちのＪＴＢ旅行券 ナイストリップ（紙型）
は、引き続きＪＴＢグループ店舗でご利用いただけ
ます。
※2025年４月１日（火）以降はナイス

トリップをご購入いただけないので、
ご注意ください。

ＪＴＢ旅行券 ナイストリップ
販売終了のお知らせ

紙 型

現行の「ＪＴＢナイストリップ」は有効期限がありませ
んでしたが、「カード型旅行券ＪＴＢトラベルギフト」
は 有効期限が10年 となります。

詳しくは、ＪＴＢホームページ参照　
https://www.jtb.co.jp/gift/news.asp#attention10
またはＪＴＢグループ店舗へお尋ねください。

カード型旅行券JTBトラベルギフト
（有効期限：1年・10年）

JTBナイスギフト（商品券）
（有効期限：なし）

BOB会関西支部ホームページへの

作品募集

お 客 様 紹 介 運 動 実 績 報 告
に つ い て（ お 詫 び ）



　　
２
月
５
日
（
水
）
８
名

　
今
シ
ー
ズ
ン
最
強
の
寒
波
来
襲
の
中
、
い

つ
も
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
１
月
末
に
ご
逝
去
さ
れ
た
乾
　
繁
志
様
に

黙
祷
の
後
、
関
西
支
部
だ
よ
り
２
月
Ｗ
ｅ
ｂ

版
の
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
各
サ
ロ
ン
・
ク
ラ

ブ
の
新
年
会
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
２
月
の
人
事
異
動
で
京
都
駅
前
店

に
赴
任
さ
れ
た
磯
部
店
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
嶋
田
さ
ん

か
ら
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
、
カ
ラ
オ
ケ
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
（
㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ト

ラ
ッ
ク
主
催
　
大
津
市
・
び
わ
湖
放
送
他
後

援
）
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、
３
月
20
日
の

本
戦
に
参
加
す
る
事
を
伺
い
ま
し
た
。
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
本
戦
で
好
成
績
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（
京
滋
サ
ロ
ン
Ｈ
Ｐ
の
パ
ン
フ
Ｐ

Ｄ
Ｆ
参
照
）
そ
の
後
、
諸
々
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
猛
吹
雪
の
中
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
駅
前
店 

磯
部 

有
希
店
長

今
枝 

秀
夫
、
河
野 

好
男
、
嶋
田 

　
勲
、

辰
巳 

勝
彦
、
田
中 

武
司
、
土
屋 

義
信
、

釆
野 

久
美
子
、
中
川 

幹
太

２
月
７
日
（
金
）
11
名

　
最
強
の
寒
波
の
期
間
の
寒
い
日
に
開
催
致

し
ま
し
た
。
支
部
だ
よ
り
の
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を
回

覧
し
会
費
引
き
落
と
し
口
座
の
未
登
録
者
へ

の
対
応
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

 

今
回
初
め
て
桐
山
久
留
美
さ
ん
が
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。
桐
山
さ
ん
の
自
己
紹
介
後
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
近
況
報
告

を
し
ま
し
た
。

　
報
告
の
内
容
は
杜
の
賑
わ
い
で
沖
縄
、
Ｌ
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大
阪
北
サ
ロ
ン

京
滋
サ
ロ
ン

　藤
原

　勝
さ
ん

　
　享
年
80

令
和
６
年
12
月
13
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　岡
崎

　睦
さ
ん

　
　享
年
79

令
和
６
年
12
月
25
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　藤
井

　敏
勝
さ
ん

　享
年
84

令
和
７
年
１
月
４
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　乾

　繁
志
さ
ん

　
　享
年
83

令
和
７
年
１
月
30
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

合
　
掌

訃

　報

Ｃ
Ｃ
で
大
連
に
、
４
つ
の
楽
し
み
、
な
ど
と

籠
島
監
事
か
ら
は
大
分
県
の
日
田
天
ヶ
瀬
温

泉
の
Ｐ
Ｒ
と
宇
佐
神
宮
御
鎮
座
１
３
０
０
年

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
回
も
中
市
さ
ん
か
ら
ガ
ン
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
食
品
＆
基
本
の
呼
吸
の
資
料
を
準

備
し
て
い
た
だ
き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

他
に
も
天
王
寺
支
店
の
40
年
前
の
話
、
豪

華
客
船
の
添
乗
の
話
な
ど
で
２
時
間
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
井
　 

満
、
桐
山 

久
留
美
、
塩
飽 

節
子
、

辰
己 

克
之
、
富
澤 

正
和
、
中
市 

嘉
一
、

矢
野 

昌
一
郎
、
百
地 

俊
一
、
籠
島 

慎
二
、

渡
辺 
恵
子
、
花
田 

康
枝

　　
２
月
18
日
（
水
）
19
名

　『
が
ん
こ
桃
谷
店
』

　
前
日
の
暖
か
さ
か
ら
当
日
は
雪
の
ち
ら
つ

く
中
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
ご
逝
去
さ
れ
た
岡
崎
睦
様
と
乾
繁

志
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
黙
祷
。

　
続
い
て
、
２
月
の
理
事
会
報
告
を
行
い
、

そ
の
中
で
、
口
座
引
き
落
と
し
に
関
す
る
こ

と
と
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の
会
員
数
の
減
少
が
顕
著
で
、

２
０
２
４
年
４
月
の
時
点
で
７
４
６
名
。
今

年
１
月
末
に
は
７
１
１
名
に
な
っ
た
事
、
来

年
度
の
忘
年
会
を
開
催
す
る
か
ど
う
か
理
事

会
で
検
討
中
で
あ
る
こ
と
と
、
将
棋
ク
ラ
ブ

が
来
年
度
よ
り
ク
ラ
ブ
を
廃
部
し
同
好
会
と

し
て
活
動
す
る
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
昔
話
や
健
康

に
つ
い
て
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
来
年
度
の
例
会
予
定
表
を
配
り
、

来
月
も
お
元
気
で
参
加
を
お
願
い
し
て
散
会

し
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

赤
井 

由
典
、
阿
部 

哲
治
、
安
達 

敏
和
、

杦
本 

　
茂
、
大
田 

文
明
、
玉
邑
　 

悟
、

寺
田 

孝
行
、
土
居 

欽
爾
、
狭
間 

正
勝
、

阪
和
サ
ロ
ン

樋
口 

和
栄
、
細
見 

武
正
、
望
月 

紀
男
、

森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、
渡
辺 

武
英
、

秋
山 

元
文
、
島
崎 

信
昭
　
藤
本 

　
朗
、

山
根 

富
重

　　
２
月
12
日
（
水
）
10
名

　
今
季
一
番
の
寒
気
は
去
り
ま
し
た
が
、
体

調
不
良
等
で
参
加
者
は
10
名
と
少
し
寂
し
く

な
り
ま
し
た
。
関
西
支
部
や
兵
庫
地
区
の
近

況
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。

①
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
兵
庫
地
区
の
担
当

で
姫
路
サ
ロ
ン
川
島
氏
が
ド
バ
イ
旅
行
の

紀
行
文
を
寄
稿

②
２
月
支
部
だ
よ
り
は
休
刊
で
す
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
に
は
各
サ
ロ
ン
の
新
年
会
、
業
界
新
年

会
の
様
子
が
掲
載

③
２
０
２
５
年
度
以
降
の
会
費
引
落
し
の
件
、

現
在
の
会
員
再
登
録
の
状
況
か
ら
会
員
減

を
憂
慮
し
て
い
る

④
次
回
支
部
理
事
会
で
は
こ
の
状
況
を
受
け

て
支
部
だ
よ
り
の
発
行
回
数
や
忘
年
懇
親

会
開
催
の
是
非
等
に
つ
い
て
討
議
予
定

⑤
次
年
度
行
事
予
定
は
４
月
に
発
表
予
定
で

当
サ
ロ
ン
は
８
月
６
日
暑
気
払
い
、
１
月

８
日
新
年
会
を
予
定

⑥
４
月
歴
史
散
歩
の
案
が
提
案
さ
れ
「
伊

丹
・
有
岡
城
跡
を
中
心
と
し
た
歴
史
探
訪

と
小
西
酒
造
」
に
決
定
。

　
成
田
理
事
よ
り
、
関
連
す
る
歴
史
を
た
っ

ぷ
り
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
る
「
川
西
市
」
は
多
田
源
氏
を
起

こ
し
た
源
満
仲
（
み
な
も
と
の
み
つ
な
か
）

が
活
躍
し
た
土
地
な
の
に
、
な
ん
で
し
ょ
う

も
な
い
「
川
の
西
」
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
市

の
名
前
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
？
「
多
田

市
」
も
し
く
は
「
源
（
み
な
も
と
）
市
」
だ

っ
た
ら
恰
好
よ
か
っ
た
の
に…

…

な
ど
と
ど

う
し
よ
う
も
な
い
話
で
終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

柏
木 

茂
考
、
前
田 

雅
裕
、
辰
己 

克
之
、

川
西
・
池
田
サ
ロ
ン

山
本 

雅
章
、
西
山 

光
久
、
林 

　
則
夫
、

石
田 

玄
三
、
成
田 

　
勉
、
太
田 

玲
子
、

傍
田 

一
郎

　　
２
月
６
日
（
木
）
８
名

　
雪
の
ち
ら
つ
く
今
冬
最
大
の
寒
波
の
日
に

開
催
と
な
り
、
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
か
少
々

不
安
で
し
た
が
、
普
段
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

人
数
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
神
戸
支
店
小
山
業
務
課
長
よ
り

「
２
月
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
人
事
異
動
の
月
で
あ
り

…

」
と
話
が
あ
り
、
す
っ
か
り
退
職
か
ら
年

月
を
経
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
「
あ
あ
、
そ

う
だ
っ
た
」
と
昔
の
２
月
の
ザ
ワ
ザ
ワ
し
た

時
期
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
昨
年
よ
り
お
願
い
し
て
い
る
「
会

員
再
登
録
」
の
件
、
関
西
支
部
だ
け
で
も
ま

だ
「
未
登
録
者
」
が
い
る
こ
と
を
伝
え
、
兵

庫
県
在
住
の
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
と
、

内
２
名
は
今
日
の
参
加
者
で
「
継
続
登
録
」

が
確
認
で
き
た
反
面
、「
以
前
そ
の
人
は
ち

ょ
く
ち
ょ
く
サ
ロ
ン
に
顔
を
出
し
て
い
た
の

に
最
近
見
な
い
な
、
ど
う
し
て
る
？
」
と
い

う
話
に
な
り
、
近
況
を
心
配
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
２
０
２
５
年
度
以
降
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ

会
の
課
題
を
今
後
理
事
会
の
中
で
議
論
し
て
、

新
し
い
方
向
を
総
会
で
提
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
、

約
１
時
間
の
雑
談
を
終
え
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
神
戸
支
店 

小
山
業
務
課
長

西 

　
嘉
信
、
林 

　
利
夫
、
辰
己 

克
之
、

松
下 

孝
治
、
井
田 

　
忠
、
堀 

　
輝
夫
、

難
波 

啓
佑
、
成
田 

　
勉

２
月
18
日
（
火
）
15
名

　『
春
日
ホ
テ
ル
』
に
て

　
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
三
々
五
々
「
春
日
ホ

テ
ル
」
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、
定
刻
の
14
時

30
分
に
、
２
階
の
宴
会
場
で
の
開
始
と
な
り

三
ノ
宮
・
西
宮
サ
ロ
ン

ま
し
た
。

　
理
事
会
報
告
・
支
部
だ
よ
り
２
月
号
（
Ｗ

ｅ
ｂ
版
）・
来
月
以
降
の
サ
ロ
ン
開
催
予
定

カ
ー
ド
を
配
布
し
、
２
月
の
理
事
会（
支
部

総
会
・
忘
年
会
の
開
催
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
の
移

転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
異
動
・
２

５
年
度
新
入
社
員
、
な
ど
）
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
奈
良
サ
ロ
ン
の
懸
案
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
、
女
性
会
員
の
サ
ロ
ン
の
参
加
に
つ

て
は
、
会
員
か
ら
の
紹
介
で
４
月
食
事
会
に
、

ご
参
加
い
た
だ
け
る
と
の
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
食
事
会
サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
に
つ

い
て
は
、
４
月
（
春
爛
漫
の
食
事
会
）・
８

月
（
暑
気
払
い
食
事
会
）・
11
月
（
錦
秋
の

食
事
会
）
は
、
春
日
ホ
テ
ル
「
和
風
れ
す
と

ら
ん
春
日
」
で
の
開
催
決
定
を
報
告
し
、
新

年
会
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
旅
館
で
の
開
催

は
難
し
い
の
で
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
の
「
あ
や

め
館
」
で
の
開
催
を
提
案
し
了
解
を
得
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
常
サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
も
、
春

日
ホ
テ
ル
宴
会
場
で
の
開
催
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
会
員
様
の
ご
提
案
を
中
心
に

模
索
中
で
す
。
帰
宅
時
に
は
、
み
ぞ
れ
と
な

り
、
天
気
予
報
で
は
、
今
週
末
ま
で
は
寒
さ

が
続
き
そ
う
で
す
。
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ

て
、
来
月
の
サ
ロ
ン
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

遠
矢
業
務
課
長 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
奈
良
支
店

金
居 

雅
信
、
木
戸
　 

治
、
子
谷 

文
夫
、

斉
藤 

行
彦
、
高
島 

勇
夫
、
辰
己 

龍
一
、

西
浦 

良
直
、
平
松 

秀
夫
、
福
田
　 

良
、

松
森 

和
樹
、
巳
波 

一
禧
、
村
田 

嘉
徳
、

杉
本
　 

彰
、

鈴
木 

正
男
、

辰
巳 

和
秀

奈
良
サ
ロ
ン

　　
２
月
13
日
（
木
）
13
名

　
さ
か
な
酒
場
魚
星
に
て
開
催
。
曇
天
の
厳

し
い
寒
さ
の
中
で
、
参
加
人
数
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
久
々
の
大
勢
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
銅
本
（
旧
性
香
田
）
智
恵
さ
ん
が
初
参

加
。
何
十
年
ぶ
り
の
方
も
何
人
か
お
ら
れ
懐

か
し
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
陣
か
ら

は
参
加
者
全
員
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
配
ら
れ
、
皆
さ
ん
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
喜

び
で
し
た
。

　
村
上
業
長
か
ら
は
「
姫
路
マ
マ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
と
行
く
た
つ
の
方
面
醤
油
づ
く
り

や
和
紙
す
き
の
体
験
旅
行
」
の
案
内
が
あ
り

申
込
み
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
Ａ
会
員
か
ら
、
ご
子
息
が
四
国
ア
イ
ラ

ン
ド
リ
ー
グ
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
有
望
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
今
年
か
ら
活
躍
す
る
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

 

ま
た
Ｏ
会
員
か
ら
播
但
線
を
走
り
城
崎
方

面
に
行
く
特
急
か
に
カ
ニ
は
ま
か
ぜ
に
、
観

光
列
車
「
は
な
あ
か
り
」
が
併
結
さ
れ
期
間

走
行
し
て
お
り
グ
リ
ー
ン
車
追
加
料
金
で
豪

華
な
気
分
が
味
わ
え
る
の
で
乗
車
お
薦
め
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
高
額
医
療
費
負

担
問
題
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
話
題
な
ど
話
足

り
な
い
状
況
の
中
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店 

村
上
業
務
課
長

荒
木 

康
夫
、
江
口 

知
夏
、
大
塚 

一
実
、

河
野 

常
義
、
川
島 

茂
樹
、
駒
井 

信
行
、

銅
本 

智
恵
、
内
藤 

和
夫
、
中
山 

正
昭
、

平
岡 

耕
二
、
前
川 

睦
美
、
横
谷 

　
勝
、

奥
村 

洋
一

　
２
月
11
日
（
火
）
４
名

　
話
題
は
、
①
年
末
よ
り
の
お
米
の
価
格
②

こ
の
時
期
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
と
高
騰
価
格
の

問
題
等
で
し
た
。                                            

姫
路
サ
ロ
ン

三
重
サ
ロ
ン

　
次
回
は
、
３
月
11
日
（
火
）
松
阪
、
和
食

の
さ
と
11
時
30
分
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

浅
沼 

重
巳
、
小
海
途 

清
、
神
部 

　
彰
、

前
川 

輝
昭

　
２
月
15
日
（
土
）
20
名

　
今
回
の
第
71
期
４
回
戦
は
20
名
５
卓
で
の

対
戦
。
皆
さ
ん
開
催
１
時
間
前
頃
か
ら
集
合

さ
れ
、
30
分
前
に
は
全
員
の
方
が
集
合
、
少

し
早
く
の
開
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
前
川
会
長
よ
り
第
３
回
戦
で
の
役

満
賞
、
ト
ッ
プ
賞
の
贈
呈
。
続
い
て
現
在
の

ク
ラ
ブ
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
運
営
要
項
の
変
更
に

つ
い
て
左
記
提
案
が
あ
り
賛
同
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

・
順
位
賞
の
改
訂

・
祝
壽
の
お
祝
い
金
の
改
訂

・
印
刷
費
の
削
減
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
等
）

・
そ
の
他

　
さ
て
、
第
４
回
戦
は
前
会
長
の
佐
藤
さ
ん

が
ト
ッ
プ
を
勝
ち
取
ら
れ
、
累
計
成
績
も
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
累
計
成
績
で
は
上
位

３
位
ま
で
の
順
位
が
混
戦
し
て
お
り
、
残
り

２
回
戦
で
現
状
維
持
が
で
き
る
の
か
、
ま
た

は
後
方
か
ら
逆
転
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
面
白
い
展
開
と
な
り
そ
う
で

す
。成

績
と
累
計
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
第
71
期
４
回
戦
成
績

１
位
　
佐
藤
　
保
正
さ
ん
（
51
点
）

２
位
　
森
口
　
忠
行
さ
ん
（
41
点
）

３
位
　
百
地
　
俊
一
さ
ん
（
39
点
）

◆ 

第
71
期
累
計
成
績

１
位
　
佐
藤
　
保
正
さ
ん
（
１
１
９
点
）

２
位
　
河
野
　
好
男
さ
ん
（
１
０
６
点
）

３
位
　
安
田
　
能
成
さ
ん
（
98
点
）

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
枝 

秀
夫
、
柏
木 

茂
孝
、
河
野 

好
男
、

佐
藤 

保
正
、
坂
本 

佳
世
子
、
辰
己 

克
之
、

中
村 

佳
樹
、
狭
間 

正
勝
、
藤
枝 

　
勇
、

前
川 

輝
昭
、
正
木 

　
博
、
松
本 

宗
能
、

百
地 

俊
一
、
森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、

由
井 

昭
二
、
湯
川 

達
千
、
渡
辺 

武
英
、

喜
多 

孝
治
、
藤
本 

　
朗

２
月
21
日
（
金
）
６
名

　「
立
春
寒
波
」
に
続
き
、
今
月
２
度
目
の

厳
し
い
寒
波
が
居
座
る
中
、
歌
好
き
６
名
が

元
気
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
雑
談
タ
イ
ム
、
時
事
報
告
か
ら
始

ま
り
、
１
月
開
催
の
新
年
会
の
話
、
嶋
田
さ

ん
か
ら
は
『
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
』
（
詳
細
は
京

滋
サ
ロ
ン
２
月
５
日
の
記
事
参
照
）
で
予
選

突
破
し
３
月
20
日
開
催
の
本
大
会
に
出
場
が

決
ま
っ
た
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
は
本
大
会
へ
の
健
闘
を
願
い
拍
手
。

３
月
の
例
会
で
の
結
果
乞
う
ご
期
待
で
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
‼

　
さ
て
カ
ラ
オ
ケ
・
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
東

京
・
横
浜
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
」。
直
前
の
連

絡
に
も
関
わ
ら
ず
さ
す
が
の
歌
好
き
の
皆
さ

ん
、
し
っ
か
り
選
曲
し
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

先
ず
は
『
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
横
浜
』（
石
田
あ

ゆ
み
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
。『
東
京
午
前
三
時
』

（
フ
ラ
ン
ク
永
井
）、『
よ
こ
は
ま
た
そ
が
れ
』

（
五
木
ひ
ろ
し
）、『
よ
こ
は
ま
物
語
』（
石
原

裕
次
郎
）、『
ハ
マ（
横
濱
）
の
も
へ
じ
』（
秋
元

順
子
）、『
東
京
だ
よ
り
』（
三
船
浩
）、『
東
京

砂
漠
』（
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ
）、

『
東
京
演
歌
』（
黒
川
真
一
）
等
々
古
い
歌
か

ら
最
近
の
歌
ま
で
３
巡
位
歌
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
自
の
自
慢
の
歌
の
熱
唱
を
繰

り
広
げ
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
は
一
人

６
〜
７
曲
は

歌
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
恒

例
の
「
港
町

ブ
ル
ー
ス
」・

「
中
之
島
ブ

ル
ー
ス
」
を

全
員
で
合
唱

し
例
会
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

嶋
田
　
勲
、
富
澤 

正
和
、
中
林 

和
久
、

濱
川 

季
延
、
百
地 

俊
一
、
渡
辺 

惠
子

＊
ご
案
内

２
月
よ
り
ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会

場
所
を
『
ジ
ャ
ン
カ
ラ
茶
屋
町
店
』
に
変

更
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

３
月
例
会
日
時
：
３
月
21
日
（
金
）

12
時
30
分
〜
16
時
30
分

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　　　
２
月
17
日
（
月
）
10
名

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
３
階
Ｂ
Ｏ
Ｂ
室
に
て
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ 

オ
フ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
寒
さ
も
少
し
和
ら
い
だ

中
、
元
気
に
10
名（
羽
曳

野
市
・
木
津
川
市
・
明
石

市
・
舞
鶴
市
・
大
和
郡
山

市
・
奈
良
県
北
葛
城
郡
・

宇
治
市
・
神
戸
市
・
大
阪
市
・
芦
屋
市
）
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
三
好
さ
ん
に
淹
れ
て
い
た
だ
い
た
コ
ー
ヒ

ー
を
い
だ
き
な
が
ら
、
オ
フ
会
の
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　
理
事
会
報
告
の
あ
と
、
今
回
の
資
料
と
共

に
、
支
部
便
り
２
月
号
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を
お
配
り

し
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
11
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
最
近
の

e 

C
l
u
b

ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ

フ
リ
ー
ソ
フ
ト

（
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
）
に
つ
い

て
、
ご
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、

難
波
さ
ん
か
ら

は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
や

ブ
ル
ー
レ
イ
デ

ィ
ス
ク
の
ご
提

供
が
あ
り
あ
り

が
た
く
頂
戴
し

ま
し
た
。

　
海
外
旅
行
・

詐
欺
撲
滅
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
記
事
、

な
ど
の
話
題
で

途
切
れ
る
事
な

く
お
話
が
進
み
、

あ
っ
と
い
う
間
に
、
終
了
予
定
の
11
時
30
分

と
な
り
、
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、「
ふ
じ
わ

ら
」
に
移
動
し
ビ
ー
ル
等
で
、
乾
杯
！

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

秋
山 

元
文
、
大
谷 

和
正
、
川
島 

茂
樹
、

嵯
峨
根 

八
郎
、
高
島 

勇
夫
、
中
川 

幹
太
、

難
波 

啓
佑
、
堀
　 

　
清
、
三
好 

　
睦
、

辰
巳 

和
秀



　　
２
月
５
日
（
水
）
８
名

　
今
シ
ー
ズ
ン
最
強
の
寒
波
来
襲
の
中
、
い

つ
も
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
１
月
末
に
ご
逝
去
さ
れ
た
乾
　
繁
志
様
に

黙
祷
の
後
、
関
西
支
部
だ
よ
り
２
月
Ｗ
ｅ
ｂ

版
の
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
各
サ
ロ
ン
・
ク
ラ

ブ
の
新
年
会
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
２
月
の
人
事
異
動
で
京
都
駅
前
店

に
赴
任
さ
れ
た
磯
部
店
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
嶋
田
さ
ん

か
ら
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
、
カ
ラ
オ
ケ
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
（
㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ト

ラ
ッ
ク
主
催
　
大
津
市
・
び
わ
湖
放
送
他
後

援
）
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、
３
月
20
日
の

本
戦
に
参
加
す
る
事
を
伺
い
ま
し
た
。
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
本
戦
で
好
成
績
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（
京
滋
サ
ロ
ン
Ｈ
Ｐ
の
パ
ン
フ
Ｐ

Ｄ
Ｆ
参
照
）
そ
の
後
、
諸
々
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
猛
吹
雪
の
中
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
駅
前
店 

磯
部 

有
希
店
長

今
枝 

秀
夫
、
河
野 

好
男
、
嶋
田 

　
勲
、

辰
巳 

勝
彦
、
田
中 

武
司
、
土
屋 

義
信
、

釆
野 

久
美
子
、
中
川 

幹
太

２
月
７
日
（
金
）
11
名

　
最
強
の
寒
波
の
期
間
の
寒
い
日
に
開
催
致

し
ま
し
た
。
支
部
だ
よ
り
の
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を
回

覧
し
会
費
引
き
落
と
し
口
座
の
未
登
録
者
へ

の
対
応
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

 

今
回
初
め
て
桐
山
久
留
美
さ
ん
が
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。
桐
山
さ
ん
の
自
己
紹
介
後
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
近
況
報
告

を
し
ま
し
た
。

　
報
告
の
内
容
は
杜
の
賑
わ
い
で
沖
縄
、
Ｌ
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大
阪
北
サ
ロ
ン

京
滋
サ
ロ
ン

　藤
原

　勝
さ
ん

　
　享
年
80

令
和
６
年
12
月
13
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　岡
崎

　睦
さ
ん

　
　享
年
79

令
和
６
年
12
月
25
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　藤
井

　敏
勝
さ
ん

　享
年
84

令
和
７
年
１
月
４
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　乾

　繁
志
さ
ん

　
　享
年
83

令
和
７
年
１
月
30
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

合
　
掌

訃

　報

Ｃ
Ｃ
で
大
連
に
、
４
つ
の
楽
し
み
、
な
ど
と

籠
島
監
事
か
ら
は
大
分
県
の
日
田
天
ヶ
瀬
温

泉
の
Ｐ
Ｒ
と
宇
佐
神
宮
御
鎮
座
１
３
０
０
年

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
回
も
中
市
さ
ん
か
ら
ガ
ン
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
食
品
＆
基
本
の
呼
吸
の
資
料
を
準

備
し
て
い
た
だ
き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

他
に
も
天
王
寺
支
店
の
40
年
前
の
話
、
豪

華
客
船
の
添
乗
の
話
な
ど
で
２
時
間
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
井
　 

満
、
桐
山 

久
留
美
、
塩
飽 

節
子
、

辰
己 

克
之
、
富
澤 

正
和
、
中
市 

嘉
一
、

矢
野 

昌
一
郎
、
百
地 

俊
一
、
籠
島 

慎
二
、

渡
辺 

恵
子
、
花
田 

康
枝

　　
２
月
18
日
（
水
）
19
名

　『
が
ん
こ
桃
谷
店
』

　
前
日
の
暖
か
さ
か
ら
当
日
は
雪
の
ち
ら
つ

く
中
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
ご
逝
去
さ
れ
た
岡
崎
睦
様
と
乾
繁

志
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
黙
祷
。

　
続
い
て
、
２
月
の
理
事
会
報
告
を
行
い
、

そ
の
中
で
、
口
座
引
き
落
と
し
に
関
す
る
こ

と
と
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の
会
員
数
の
減
少
が
顕
著
で
、

２
０
２
４
年
４
月
の
時
点
で
７
４
６
名
。
今

年
１
月
末
に
は
７
１
１
名
に
な
っ
た
事
、
来

年
度
の
忘
年
会
を
開
催
す
る
か
ど
う
か
理
事

会
で
検
討
中
で
あ
る
こ
と
と
、
将
棋
ク
ラ
ブ

が
来
年
度
よ
り
ク
ラ
ブ
を
廃
部
し
同
好
会
と

し
て
活
動
す
る
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
昔
話
や
健
康

に
つ
い
て
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
来
年
度
の
例
会
予
定
表
を
配
り
、

来
月
も
お
元
気
で
参
加
を
お
願
い
し
て
散
会

し
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

赤
井 

由
典
、
阿
部 

哲
治
、
安
達 

敏
和
、

杦
本 

　
茂
、
大
田 

文
明
、
玉
邑
　 

悟
、

寺
田 

孝
行
、
土
居 

欽
爾
、
狭
間 

正
勝
、

阪
和
サ
ロ
ン

樋
口 

和
栄
、
細
見 

武
正
、
望
月 

紀
男
、

森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、
渡
辺 

武
英
、

秋
山 

元
文
、
島
崎 

信
昭
　
藤
本 

　
朗
、

山
根 

富
重

　　
２
月
12
日
（
水
）
10
名

　
今
季
一
番
の
寒
気
は
去
り
ま
し
た
が
、
体

調
不
良
等
で
参
加
者
は
10
名
と
少
し
寂
し
く

な
り
ま
し
た
。
関
西
支
部
や
兵
庫
地
区
の
近

況
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。

①
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
兵
庫
地
区
の
担
当

で
姫
路
サ
ロ
ン
川
島
氏
が
ド
バ
イ
旅
行
の

紀
行
文
を
寄
稿

②
２
月
支
部
だ
よ
り
は
休
刊
で
す
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
に
は
各
サ
ロ
ン
の
新
年
会
、
業
界
新
年

会
の
様
子
が
掲
載

③
２
０
２
５
年
度
以
降
の
会
費
引
落
し
の
件
、

現
在
の
会
員
再
登
録
の
状
況
か
ら
会
員
減

を
憂
慮
し
て
い
る

④
次
回
支
部
理
事
会
で
は
こ
の
状
況
を
受
け

て
支
部
だ
よ
り
の
発
行
回
数
や
忘
年
懇
親

会
開
催
の
是
非
等
に
つ
い
て
討
議
予
定

⑤
次
年
度
行
事
予
定
は
４
月
に
発
表
予
定
で

当
サ
ロ
ン
は
８
月
６
日
暑
気
払
い
、
１
月

８
日
新
年
会
を
予
定

⑥
４
月
歴
史
散
歩
の
案
が
提
案
さ
れ
「
伊

丹
・
有
岡
城
跡
を
中
心
と
し
た
歴
史
探
訪

と
小
西
酒
造
」
に
決
定
。

　
成
田
理
事
よ
り
、
関
連
す
る
歴
史
を
た
っ

ぷ
り
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
る
「
川
西
市
」
は
多
田
源
氏
を
起

こ
し
た
源
満
仲
（
み
な
も
と
の
み
つ
な
か
）

が
活
躍
し
た
土
地
な
の
に
、
な
ん
で
し
ょ
う

も
な
い
「
川
の
西
」
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
市

の
名
前
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
？
「
多
田

市
」
も
し
く
は
「
源
（
み
な
も
と
）
市
」
だ

っ
た
ら
恰
好
よ
か
っ
た
の
に…

…

な
ど
と
ど

う
し
よ
う
も
な
い
話
で
終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

柏
木 

茂
考
、
前
田 

雅
裕
、
辰
己 

克
之
、

川
西
・
池
田
サ
ロ
ン

山
本 

雅
章
、
西
山 

光
久
、
林 

　
則
夫
、

石
田 

玄
三
、
成
田 

　
勉
、
太
田 

玲
子
、

傍
田 

一
郎

　　
２
月
６
日
（
木
）
８
名

　
雪
の
ち
ら
つ
く
今
冬
最
大
の
寒
波
の
日
に

開
催
と
な
り
、
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
か
少
々

不
安
で
し
た
が
、
普
段
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

人
数
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
神
戸
支
店
小
山
業
務
課
長
よ
り

「
２
月
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
人
事
異
動
の
月
で
あ
り

…

」
と
話
が
あ
り
、
す
っ
か
り
退
職
か
ら
年

月
を
経
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
「
あ
あ
、
そ

う
だ
っ
た
」
と
昔
の
２
月
の
ザ
ワ
ザ
ワ
し
た

時
期
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
昨
年
よ
り
お
願
い
し
て
い
る
「
会

員
再
登
録
」
の
件
、
関
西
支
部
だ
け
で
も
ま

だ
「
未
登
録
者
」
が
い
る
こ
と
を
伝
え
、
兵

庫
県
在
住
の
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
と
、

内
２
名
は
今
日
の
参
加
者
で
「
継
続
登
録
」

が
確
認
で
き
た
反
面
、「
以
前
そ
の
人
は
ち

ょ
く
ち
ょ
く
サ
ロ
ン
に
顔
を
出
し
て
い
た
の

に
最
近
見
な
い
な
、
ど
う
し
て
る
？
」
と
い

う
話
に
な
り
、
近
況
を
心
配
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
２
０
２
５
年
度
以
降
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ

会
の
課
題
を
今
後
理
事
会
の
中
で
議
論
し
て
、

新
し
い
方
向
を
総
会
で
提
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
、

約
１
時
間
の
雑
談
を
終
え
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
神
戸
支
店 

小
山
業
務
課
長

西 

　
嘉
信
、
林 

　
利
夫
、
辰
己 

克
之
、

松
下 

孝
治
、
井
田 

　
忠
、
堀 

　
輝
夫
、

難
波 

啓
佑
、
成
田 

　
勉

２
月
18
日
（
火
）
15
名

　『
春
日
ホ
テ
ル
』
に
て

　
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
三
々
五
々
「
春
日
ホ

テ
ル
」
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、
定
刻
の
14
時

30
分
に
、
２
階
の
宴
会
場
で
の
開
始
と
な
り

三
ノ
宮
・
西
宮
サ
ロ
ン

ま
し
た
。

　
理
事
会
報
告
・
支
部
だ
よ
り
２
月
号
（
Ｗ

ｅ
ｂ
版
）・
来
月
以
降
の
サ
ロ
ン
開
催
予
定

カ
ー
ド
を
配
布
し
、
２
月
の
理
事
会（
支
部

総
会
・
忘
年
会
の
開
催
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
の
移

転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
異
動
・
２

５
年
度
新
入
社
員
、
な
ど
）
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
奈
良
サ
ロ
ン
の
懸
案
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
、
女
性
会
員
の
サ
ロ
ン
の
参
加
に
つ

て
は
、
会
員
か
ら
の
紹
介
で
４
月
食
事
会
に
、

ご
参
加
い
た
だ
け
る
と
の
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
食
事
会
サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
に
つ

い
て
は
、
４
月
（
春
爛
漫
の
食
事
会
）・
８

月
（
暑
気
払
い
食
事
会
）・
11
月
（
錦
秋
の

食
事
会
）
は
、
春
日
ホ
テ
ル
「
和
風
れ
す
と

ら
ん
春
日
」
で
の
開
催
決
定
を
報
告
し
、
新

年
会
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
旅
館
で
の
開
催

は
難
し
い
の
で
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
の
「
あ
や

め
館
」
で
の
開
催
を
提
案
し
了
解
を
得
ま
し

た
。

　
ま
た
、
通
常
サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
も
、
春

日
ホ
テ
ル
宴
会
場
で
の
開
催
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
会
員
様
の
ご
提
案
を
中
心
に

模
索
中
で
す
。
帰
宅
時
に
は
、
み
ぞ
れ
と
な

り
、
天
気
予
報
で
は
、
今
週
末
ま
で
は
寒
さ

が
続
き
そ
う
で
す
。
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ

て
、
来
月
の
サ
ロ
ン
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

遠
矢
業
務
課
長 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
奈
良
支
店

金
居 

雅
信
、
木
戸
　 

治
、
子
谷 

文
夫
、

斉
藤 

行
彦
、
高
島 

勇
夫
、
辰
己 

龍
一
、

西
浦 

良
直
、
平
松 

秀
夫
、
福
田
　 

良
、

松
森 

和
樹
、
巳
波 

一
禧
、
村
田 

嘉
徳
、

杉
本
　 

彰
、

鈴
木 

正
男
、

辰
巳 

和
秀

奈
良
サ
ロ
ン

　　
２
月
13
日
（
木
）
13
名

　
さ
か
な
酒
場
魚
星
に
て
開
催
。
曇
天
の
厳

し
い
寒
さ
の
中
で
、
参
加
人
数
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
久
々
の
大
勢
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
銅
本
（
旧
性
香
田
）
智
恵
さ
ん
が
初
参

加
。
何
十
年
ぶ
り
の
方
も
何
人
か
お
ら
れ
懐

か
し
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
陣
か
ら

は
参
加
者
全
員
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
配
ら
れ
、
皆
さ
ん
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
喜

び
で
し
た
。

　
村
上
業
長
か
ら
は
「
姫
路
マ
マ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
と
行
く
た
つ
の
方
面
醤
油
づ
く
り

や
和
紙
す
き
の
体
験
旅
行
」
の
案
内
が
あ
り

申
込
み
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
Ａ
会
員
か
ら
、
ご
子
息
が
四
国
ア
イ
ラ

ン
ド
リ
ー
グ
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
有
望
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
今
年
か
ら
活
躍
す
る
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

 

ま
た
Ｏ
会
員
か
ら
播
但
線
を
走
り
城
崎
方

面
に
行
く
特
急
か
に
カ
ニ
は
ま
か
ぜ
に
、
観

光
列
車
「
は
な
あ
か
り
」
が
併
結
さ
れ
期
間

走
行
し
て
お
り
グ
リ
ー
ン
車
追
加
料
金
で
豪

華
な
気
分
が
味
わ
え
る
の
で
乗
車
お
薦
め
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
高
額
医
療
費
負

担
問
題
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
話
題
な
ど
話
足

り
な
い
状
況
の
中
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店 

村
上
業
務
課
長

荒
木 

康
夫
、
江
口 

知
夏
、
大
塚 

一
実
、

河
野 

常
義
、
川
島 

茂
樹
、
駒
井 

信
行
、

銅
本 

智
恵
、
内
藤 

和
夫
、
中
山 

正
昭
、

平
岡 

耕
二
、
前
川 

睦
美
、
横
谷 

　
勝
、

奥
村 

洋
一

　
２
月
11
日
（
火
）
４
名

　
話
題
は
、
①
年
末
よ
り
の
お
米
の
価
格
②

こ
の
時
期
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
と
高
騰
価
格
の

問
題
等
で
し
た
。                                            

姫
路
サ
ロ
ン

三
重
サ
ロ
ン

　
次
回
は
、
３
月
11
日
（
火
）
松
阪
、
和
食

の
さ
と
11
時
30
分
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

浅
沼 

重
巳
、
小
海
途 

清
、
神
部 

　
彰
、

前
川 

輝
昭

　
２
月
15
日
（
土
）
20
名

　
今
回
の
第
71
期
４
回
戦
は
20
名
５
卓
で
の

対
戦
。
皆
さ
ん
開
催
１
時
間
前
頃
か
ら
集
合

さ
れ
、
30
分
前
に
は
全
員
の
方
が
集
合
、
少

し
早
く
の
開
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
前
川
会
長
よ
り
第
３
回
戦
で
の
役

満
賞
、
ト
ッ
プ
賞
の
贈
呈
。
続
い
て
現
在
の

ク
ラ
ブ
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
運
営
要
項
の
変
更
に

つ
い
て
左
記
提
案
が
あ
り
賛
同
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

・
順
位
賞
の
改
訂

・
祝
壽
の
お
祝
い
金
の
改
訂

・
印
刷
費
の
削
減
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
等
）

・
そ
の
他

　
さ
て
、
第
４
回
戦
は
前
会
長
の
佐
藤
さ
ん

が
ト
ッ
プ
を
勝
ち
取
ら
れ
、
累
計
成
績
も
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
累
計
成
績
で
は
上
位

３
位
ま
で
の
順
位
が
混
戦
し
て
お
り
、
残
り

２
回
戦
で
現
状
維
持
が
で
き
る
の
か
、
ま
た

は
後
方
か
ら
逆
転
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
面
白
い
展
開
と
な
り
そ
う
で

す
。成

績
と
累
計
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
第
71
期
４
回
戦
成
績

１
位
　
佐
藤
　
保
正
さ
ん
（
51
点
）

２
位
　
森
口
　
忠
行
さ
ん
（
41
点
）

３
位
　
百
地
　
俊
一
さ
ん
（
39
点
）

◆ 

第
71
期
累
計
成
績

１
位
　
佐
藤
　
保
正
さ
ん
（
１
１
９
点
）

２
位
　
河
野
　
好
男
さ
ん
（
１
０
６
点
）

３
位
　
安
田
　
能
成
さ
ん
（
98
点
）

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
枝 

秀
夫
、
柏
木 

茂
孝
、
河
野 

好
男
、

佐
藤 

保
正
、
坂
本 

佳
世
子
、
辰
己 

克
之
、

中
村 

佳
樹
、
狭
間 

正
勝
、
藤
枝 

　
勇
、

前
川 

輝
昭
、
正
木 

　
博
、
松
本 

宗
能
、

百
地 

俊
一
、
森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、

由
井 

昭
二
、
湯
川 

達
千
、
渡
辺 

武
英
、

喜
多 

孝
治
、
藤
本 

　
朗

２
月
21
日
（
金
）
６
名

　「
立
春
寒
波
」
に
続
き
、
今
月
２
度
目
の

厳
し
い
寒
波
が
居
座
る
中
、
歌
好
き
６
名
が

元
気
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
雑
談
タ
イ
ム
、
時
事
報
告
か
ら
始

ま
り
、
１
月
開
催
の
新
年
会
の
話
、
嶋
田
さ

ん
か
ら
は
『
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
』
（
詳
細
は
京

滋
サ
ロ
ン
２
月
５
日
の
記
事
参
照
）
で
予
選

突
破
し
３
月
20
日
開
催
の
本
大
会
に
出
場
が

決
ま
っ
た
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
は
本
大
会
へ
の
健
闘
を
願
い
拍
手
。

３
月
の
例
会
で
の
結
果
乞
う
ご
期
待
で
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
‼

　
さ
て
カ
ラ
オ
ケ
・
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
東

京
・
横
浜
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
」。
直
前
の
連

絡
に
も
関
わ
ら
ず
さ
す
が
の
歌
好
き
の
皆
さ

ん
、
し
っ
か
り
選
曲
し
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

先
ず
は
『
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
横
浜
』（
石
田
あ

ゆ
み
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
。『
東
京
午
前
三
時
』

（
フ
ラ
ン
ク
永
井
）、『
よ
こ
は
ま
た
そ
が
れ
』

（
五
木
ひ
ろ
し
）、『
よ
こ
は
ま
物
語
』（
石
原

裕
次
郎
）、『
ハ
マ（
横
濱
）
の
も
へ
じ
』（
秋
元

順
子
）、『
東
京
だ
よ
り
』（
三
船
浩
）、『
東
京

砂
漠
』（
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ
）、

『
東
京
演
歌
』（
黒
川
真
一
）
等
々
古
い
歌
か

ら
最
近
の
歌
ま
で
３
巡
位
歌
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
自
の
自
慢
の
歌
の
熱
唱
を
繰

り
広
げ
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
は
一
人

６
〜
７
曲
は

歌
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
恒

例
の
「
港
町

ブ
ル
ー
ス
」・

「
中
之
島
ブ

ル
ー
ス
」
を

全
員
で
合
唱

し
例
会
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

嶋
田
　
勲
、
富
澤 

正
和
、
中
林 

和
久
、

濱
川 

季
延
、
百
地 

俊
一
、
渡
辺 

惠
子

＊
ご
案
内

２
月
よ
り
ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会

場
所
を
『
ジ
ャ
ン
カ
ラ
茶
屋
町
店
』
に
変

更
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

３
月
例
会
日
時
：
３
月
21
日
（
金
）

12
時
30
分
〜
16
時
30
分

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　　　
２
月
17
日
（
月
）
10
名

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
３
階
Ｂ
Ｏ
Ｂ
室
に
て
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ 

オ
フ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
寒
さ
も
少
し
和
ら
い
だ

中
、
元
気
に
10
名（
羽
曳

野
市
・
木
津
川
市
・
明
石

市
・
舞
鶴
市
・
大
和
郡
山

市
・
奈
良
県
北
葛
城
郡
・

宇
治
市
・
神
戸
市
・
大
阪
市
・
芦
屋
市
）
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
三
好
さ
ん
に
淹
れ
て
い
た
だ
い
た
コ
ー
ヒ

ー
を
い
だ
き
な
が
ら
、
オ
フ
会
の
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　
理
事
会
報
告
の
あ
と
、
今
回
の
資
料
と
共

に
、
支
部
便
り
２
月
号
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を
お
配
り

し
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
11
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
最
近
の

e 

C
l
u
b

ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ

フ
リ
ー
ソ
フ
ト

（
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
）
に
つ
い

て
、
ご
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、

難
波
さ
ん
か
ら

は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
や

ブ
ル
ー
レ
イ
デ

ィ
ス
ク
の
ご
提

供
が
あ
り
あ
り

が
た
く
頂
戴
し

ま
し
た
。

　
海
外
旅
行
・

詐
欺
撲
滅
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
記
事
、

な
ど
の
話
題
で

途
切
れ
る
事
な

く
お
話
が
進
み
、

あ
っ
と
い
う
間
に
、
終
了
予
定
の
11
時
30
分

と
な
り
、
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、「
ふ
じ
わ

ら
」
に
移
動
し
ビ
ー
ル
等
で
、
乾
杯
！

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

秋
山 

元
文
、
大
谷 

和
正
、
川
島 

茂
樹
、

嵯
峨
根 

八
郎
、
高
島 

勇
夫
、
中
川 

幹
太
、

難
波 

啓
佑
、
堀
　 

　
清
、
三
好 

　
睦
、

辰
巳 

和
秀



4 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC

5 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

6 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店

7 金 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）2,500円

10 月 北近畿サロン 11:30 福知山市　逢初料理「かじむら」
参加費：2,500円

11 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」会費（食事代）
2,000円

11 火 三重サロン 11:30 和食さと松阪店

12 水 川西・池田サロン 14:00 TEA COSY（ティーコージ）

12 水 将棋クラブ 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　

13 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」

14 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）

15 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）

18 火 奈良サロン 14:30 春日ホテル

21 金 ハイキングクラブ 10:00 中山寺奥の院
阪急宝塚線中山観音駅集合

21 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ　茶屋町店

28 金 ゴルフクラブ 7:45 岸和田C.C　松コース

1 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC

2 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

3 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店

4 金 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）2,500円

8 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」
会費（食事代）2,000円

8 火 三重サロン 11:30 和食さと松阪店

9 水 川西・池田サロン
歴史散歩 10:30

「伊丹・有岡城跡を中心に歴史探訪」　
ＪＲ伊丹駅集合  会費：基本2,000円
追加で「選べるビール」で乾杯

9 水 将棋同好会 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　

10 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」

11 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）

15 火 奈良サロン 12:00 春日ホテル（和風レストラン春日）

17 木 ハイキングクラブ 10:00 「私市（きさいち）　星のブランコ」
京阪交野線私市駅改札　

18 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ　茶屋町店

19 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）

25 金 ゴルフクラブ 8:50 奈良の杜
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■
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
チ
ー
ム
関
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

よ
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

・
人
事
異
動
関
連
（
関
西
エ
リ
ア
）

２
月
１
日
付
で
約
１
３
０
名
を
発
令
。

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
は
３
月
18
日
に

内
命
。

・
２
０
２
５
年
度
の
新
入
社
員
に
つ
い
て

４
月
１
日
に
約
４
４
０
名
の
新
入
社
員
を

迎
え
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で
入
社
式
を
実
施
す

る
。

入
社
式
終
了
後
、
苗
場
に
て
研
修
を
約
２

週
間
実
施
。
４
月
21
日
に
各
箇
所
へ
着
任

予
定
。

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
移
転
に
つ
い
て

移
転
箇
所
「
堂
島
浜
タ
ワ
ー
」。
移
転
時

期
は
第
三
四
半
期
後
半
か
ら
第
四
四
半
期

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
る
。

■
議
題

１
．
会
務
全
般
（
石
田
支
部
長
）

・
会
費
引
落
口
座
の
未
登
録
者
の
対
応
方

に
つ
い
て

・
２
０
２
４
年
度
第
４
回
本
部
理
事
会
の

開
催
に
つ
い
て

２
．【
協
議
事
項
】
将
棋
ク
ラ
ブ
の
廃
部
に

つ
い
て

こ
こ
数
年
新
部
員
の
入
会
が
な
く
、
毎

月
開
催
の
例
会
参
加
者
も
減
少
し
て
い

る
た
め
、
将
棋
ク
ラ
ブ
を
２
０
２
５
年

３
月
31
日
付
で
廃
部
と
し
、
４
月
１
日

よ
り
同
好
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と

し
た
。

３
．
総
会
及
び
懇
親
会
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
案
）
に
つ
い
て

７
月
９
日
（
水
）
開
催
予
定
の
支
部
総

会
・
懇
親
会
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
案
の
確
認

３
月
理
事
会
に
て
総
会
議
案
書
作
成
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
含
め
詳
細
を
提
示
す
る
こ

と
と
し
た
。
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４
．
お
客
様
紹
介
運
動
第
３
四
半
期
の
実
績

に
つ
い
て

本
部
集
計
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
が
未
だ

解
消
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
第
３
四
半

期
の
実
績
報
告
は
３
月
理
事
会
で
行
う

こ
と
と
し
た
。

５
．
２
０
２
５
年
度
年
間
行
事
予
定
表
の
確

認
と
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
支
部
総
会
、
理
事
会
、
サ
ロ
ン
・
ク
ラ

ブ
等
の
開
催
予
定
計
画
に
つ
い
て

開
催
予
定
計
画
表
（
案
）
の
記
載
内
容

と
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
行

な
っ
た
。

発
送
は
支
部
だ
よ
り
４
月
号
に
同
封
が

で
き
る
よ
う
に
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決
定
。

６
．
２
０
２
５
年
度
支
部
だ
よ
り
の
発
送
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

支
部
だ
よ
り
８
月
号
ま
で
の
制
作
・
発

送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
。

７
．
各
地
区
サ
ロ
ン
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
に

つ
い
て

８
．
会
員
の
現
況
（
異
動
状
況
）
に
つ
い
て

・
会
員
異
動
報
告
（
１
月
末
現
在
）

新
規
会
員

０
名

物
故
会
員

３
名

退

会

12
名

会
員
合
計

７
１
１
名

内
名
誉
会
員
１
名

（
男
性
会
員
５
６
８
名
、
女
性
会
員
１

４
３
名
）

９
．
そ
の
他

・
Ｂ
Ｏ
Ｂ
関
西
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
状
況
の
報
告
。

・
２
０
２
５
年
度
支
部
だ
よ
り
発
送
運
賃

に
つ
い
て
報
告
。

10
．「
新
Ｂ
Ｏ
Ｂ
関
西
」
に
向
け
て
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

提
案
ご
と
に
議
論
を
お
こ
な
い
、
３
月

〜
４
月
ま
で
に
方
向
性
を
決
定
し
２
０

２
５
年
度
活
動
計
画
（
案
）
に
反
映
す

る
こ
と
と
し
た
。

2025年3月行事カレンダー 行事カレンダー2025年4月

２
月
定
例
理
事
会
2/14

いつもご紹介、ご購入頂きありがとうございます。
2024年11月・12月の実績報告につきましては、

本部の集計新システムの不具合によ
り、抽出できませんでした。従いま
して本号に実績を掲載することがで
きません。ご了承下さい。

只今、ＢＯＢ関西支部ホームペー
ジには月替わりで写真等を差し替
えて掲載していますが、皆様が日
頃から趣味とされています「写真」「絵画」「書道」
「陶芸」などジャンルにこだわりませんので、是
非このページを利用して会員にご紹介ください。

BOB ハイキングクラブ
第15回 2025年3月中山寺奥の院

　今回は、梅園が魅力の中山寺を訪れます。登山道は最
高峰までは行きませんが、夫婦岩経由で奥の院まで登り
ます。急な上り坂はあまりありませんが300mを登りき
ります。復路は清荒神駅まで緩やかな道を下ります。

◆実施日：2 0 2 5年3月21日（金）
＊前日17時の気象庁発表の兵庫南部（078-177）

午前6時～12時の降水確率が60％以上の時は中止
とします。

◆集　合：阪急宝塚線中山観音駅改札　午前10時00分
〈参　考〉

　　　　阪急梅田駅 中山観音駅　　
9:30　　 阪急宝塚線急行　  　9:57

◆行　程（★印＝トイレ）
阪急中山観音駅★……＜奥の院参道＞……夫婦岩……

……中山寺奥の院★……清荒神……阪急清荒神駅★

14:00頃解散
＊走行距離　約7㎞　標高差　約300ｍ

◆持ち物：ウォーキングシューズ、リュック、弁当、飲み物、
雨具・傘、帽子は必須

※コースの問い合わせ、当日の連絡は石田まで
携　帯：0 9 0 ‒ 8 9 3 5 ‒ 5 7 8 6
メールアドレス：g e n z o _ i s h i d a 1 @ y a h o o . c o . j p

　ＪＲ伊丹駅を下車すると、そこにはお城の生け垣が残っていま
す。ここは織田信長の武将荒木村重（あらきむらしげ）が今まで
の「伊丹城」に入城して、名前を「有岡城」と改めて支配してい
たお城です。やがて村重は信長に謀反を起こし、信長に攻め立て
られ10か月の籠城の後、嫡子がいる尼崎城に逃れたため、信長に
よって焼き払われたというお城です。当日は、近辺の歴史的建造
物も含めガイドの案内によって探訪していただき、最後に「白
雪」で有名な「小西酒造」の中の「白雪ブルワリーレストラン長
寿蔵」にてランチを召し上がっていただきます。
　折角の「白雪」での食事ですので、乾杯は通常の瓶ビールでは
なく、KONISHIビールのジョッキで乾杯したいと思います。そ
してその後は日本酒「白雪」をご堪能ください。

＊開 催 日＊４月９日（水）
＊集合場所＊ＪＲ伊丹駅　改札10時30分
＊参 加 費＊※基本 2 , 0 0 0 円

（ソフトドリンク・ノンアルコールビールの方）
※ビール選択①2,300円

《スノーブロンシュ》
ドイツで行われる世界3大ビールコンテストの一つで3年連
続金賞受賞したビール

　《幸民麦酒》
幕末の蘭学者・河本幸民がペリーの黒船で飲んだビールの
レシピを忠実に再現したビール

　《ブラックビール》
6種類の麦芽で造った芳醇なボディ感の黒ビール

　《ゴールドエール》
日本酒酵母と山田錦を使用。日本酒酵母が醸し出す芳醇さ
の中に、フルーティーな香りが感じられます。

※ビール選択②2,700円
《テイスティングセット》

長寿蔵自慢のKONISHIビール4種を飲み比べできます。
価格は春に値上げ予定の為、想定金額です。決定後適正額に
変更します。

＊申 込 先＊成田：nariben0402@yahoo.co. jp

〔伊丹・有岡城跡を中心に歴史探訪〕

60ｍ 240ｍ

366ｍ 52ｍ

川西・池田サロン 春季ハイキング

ＪＴＢギフトシリーズについて、このたび、長年にわたりご愛顧いただいておりました
「ＪＴＢ旅行券 ナイストリップ」の販売が終了することとなりましたので、ご案内します。
今後につきましては「カード型旅行券ＪＴＢトラベルギフト」でのご利用となります。
ＪＴＢナイスギフト（商品券）と合わせて、よろしくお願いします。

商　品　名：ＪＴＢ旅行券 ナイストリップ（紙型）

販売終了日：2025年３月31日（月）まで
現在お持ちのＪＴＢ旅行券 ナイストリップ（紙型）
は、引き続きＪＴＢグループ店舗でご利用いただけ
ます。
※2025年４月１日（火）以降はナイス

トリップをご購入いただけないので、
ご注意ください。

ＪＴＢ旅行券 ナイストリップ
販売終了のお知らせ

紙 型

現行の「ＪＴＢナイストリップ」は有効期限がありませ
んでしたが、「カード型旅行券ＪＴＢトラベルギフト」
は 有効期限が10年 となります。

詳しくは、ＪＴＢホームページ参照　
https://www.jtb.co.jp/gift/news.asp#attention10
またはＪＴＢグループ店舗へお尋ねください。

カード型旅行券JTBトラベルギフト
（有効期限：1年・10年）

JTBナイスギフト（商品券）
（有効期限：なし）

BOB会関西支部ホームページへの

作品募集

お 客 様 紹 介 運 動 実 績 報 告
に つ い て（ お 詫 び ）


